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一般社団法人浪速工業会
都島クラブ会報

平
成
30
年
度
浪
速
工
業
会
・

　

都
島
ク
ラ
ブ　

総
会
開
催
報
告

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ・現在会員数 ◆ 合計470名

◆Ｍ・機械92、ＭＥ・機械電気25名◆Ａ・建築80名◆Ｅ・電気・電子工学158名◆Ｃ・土木・都市工学39名◆ＣＩ・工業化学・理数54名◆Ｌ・普通12名◆工専10名

令
和
元
年
度

浪
速
工
業
会
・
都
島
ク
ラ
ブ

　
　
　

代
表
挨
拶

　

本
年
、
5
月
の
総
会
に
て
、
一
般
社
団
法
人　

浪
速
工
業
会　

都
島
ク
ラ
ブ
代
表
を
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
芳
仲
宏
で
す
。　

何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
「
平
成
最
後
の

年
と
令
和
元
年
の
記
念
す
べ
き
年
度
の
代
表
を
仰

せ
つ
か
り
、
緊
張
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
の
が
、

挨
拶
と
し
て
は
常
道
か
と
思
い
ま
す
が
、
全
く
緊

張
感
も
な
く
、
こ
れ
で
良
い
の
か
と
反
省
し
き
り

で
す
。

 

今
回
の
総
会
は
、
令
和
に
な
っ
た
10
連
休
の
後
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
10
連

休
は
の
ん
び
り
と
過
ご
す
積
も
り
で
し
た
が
、
連

休
前
に
、
東
京
地
裁
、
横
浜
地
裁
か
ら
、
新
し
い

I
T
紛
争
事
件
の
裁
判
へ
の
関
与
要
請
が
あ
り
、

結
局
、
事
件
関
連
の
書
面
を
読
む
の
に
費
や
さ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
の
ん
び
り
と
は
程
遠
い

現
実
で
し
た
。
し
か
し
、
令
和
を
迎
え
て
、
世
間

に
役
立
つ
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
と
、
都
工
の
卒

業
生
と
し
て
、
自
画
自
賛
し
、
誇
り
を
感
じ
て
い

ま
す
。
総
会
で
は
浪
速
工
業
会
会
長
、
母
校
の
新

校
長
の
来
賓
挨
拶
を
聞
き
な
が
ら
、
都
島
ク
ラ
ブ

の
今
後
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
い
る
内
に
、
関
東
在

住
の
卒
業
生
の
親
睦
団
体
と
し
て
、
末
永
く
、
地

道
に
継
続
出
来
れ
ば
良
し
と
す
る
の
が
一
番
だ
と

思
い
ま
し
た
。
現
実
の
問
題
と
し
て
、
今
回
の
総

会
開
催
に
際
し
て
も
、
各
科
の
幹
事
の
皆
様
が
手

分
け
し
て
、
総
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
、
総
会

運
営
も
、
各
自
率
先
し
て
分
担
し
て
頂
き
、
無
事

E
35　

芳
仲　

宏

E
36　

笹
治　

博
司

に
終
わ
り
ま
し
た
。　

あ
ら
た
め
て
幹
事
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
話
と
し
て
、
一
大
抱
負
を

述
べ
よ
う
と
考
え
て
も
、
無
い
袖
は
振
れ
ま
せ
ん
。

相
変
わ
ら
ず
、
各
科
の
幹
事
の
皆
様
の
献
身
的
な

ご
協
力
を
支
え
に
、
都
島
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
、
各

種
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
頂
き
、
淡
々
と
親
睦

活
動
を
継
続
す
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
も
同
じ
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
華
々
し
い

活
動
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
「
継
続
は
力

な
り
」
で
、
従
来
の
延
長
線
上
で
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
得
て
、
都
島
ク
ラ
ブ
を
存
続
さ
せ
る
方
途

を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
諸
氏
も
、
都
島

ク
ラ
ブ
の
行
事
に
参
加
さ
れ
れ
ば
、
何
か
、
新
し

い
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
建
築
科
・
昭
和
57

年
卒
の
信
原
様
が
提
唱
さ
れ
た
「
都
島
ク
ラ
ブ
技

術
を
語
る
夕
べ
」
（
略
称
M
M
S
）
で
は
、
都
工

の
卒
業
生
の
多
種
多
様
な
知
見
を
反
映
し
た
物
語

が
展
開
さ
れ
、
後
輩
の
皆
様
に
は
、
ご
参
考
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
し
ま
す
。
ま
た
、
「
こ
ん
な
テ
ー
マ
な
ら
、

話
し
て
も
良
い
」
と
か
「
こ
の
分
野
な
ら
、
任
せ

て
！
」
と
、
色
々
と
盛
り
上
が
っ
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
格
調
高
い
代
表
再
任
挨
拶
を
述
べ
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
11
日
（
土
）
13
時
よ
り
昨
年
と

同
じ
場
所
の
新
宿
住
友
ビ
ル
47
階
に
あ
る
「
東
京

住
友
ク
ラ
ブ
」
に
て 

平
成
30
年
度
の
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
部
よ
り
高
見
理
事
長
、
母
校
よ
り

柘
原
学
校
長
に
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
出
席

を
賜
り
、
総
勢
33
名
の
ご
参
加
を
得
て
開
催
し
ま

し
た
。
式
次
第
に
よ
り
、
司
会
の
E
35
田
中
氏
の

発
声
で
始
ま
り
、
都
島
ク
ラ
ブ
代
表
の
芳
仲
氏
よ

り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て 
平
成
30
年
度

の
行
事
報
告
・
行
事
予
定
、
会
計
報
告
、
会
計
監

査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
代
表
に
E

35
芳
仲
宏
氏
、
副
代
表
に
C
I
40
菅
家
亘
通
氏
、

会
計
監
査
役
は
M
E
40
松
本
良
治
氏
に
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
て
頂
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

来
賓
ご
挨
拶
で
、
高
見
理
事
長
、
柘
原
学
校
長
よ

り
本
部
の
活
動
状
況
並
び
に
母
校
の
状
況
を
拝
聴

い
た
し
ま
し
た
。
次
に
講
演
会
と
し
て
今
年
は
趣

を
変
え
て
環
境
漫
談
・
演
題
「
笑
い
と
頑
張
り
人

生
」
を
林
家
カ
レ
ー
子
様
よ
り
落
語
界
の
話
、
き

び
し
い
徒
弟
の
社
会
等
を
聞
き
ま
し
た
。
林
家
カ

レ
ー
子
様
は
、
武
蔵
野
歩
こ
う
会
の
会
員
で
あ
る

笹
治
の
知
り
合
い
で
今
回
講
演
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨
年
春
に
主
人
を
亡
く
さ
れ
、
秋
よ
り
は
娘

さ
ん
と
の
コ
ン
ビ
で
、
林
家
ま
る
子
・
カ
レ
ー
子

で
環
境
漫
才
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
３
月

に
環
境
省
推
薦
漫
才
師 

・
環
境
大
臣
賞
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。
懇
親
会
は
、
乾
杯
の
音
頭
を 

酒
井
様

（
Ａ
28
年
卒
）
の
発
声
で
始
ま
り
、
久
し
振
り
の

顔
合
わ
せ
で
都
工
時
代
の
思
い
出
話
で
盛
り
上
が

り
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

平成30年度　都島クラブ総会　集合写真

林家カレー子さん講演

A28酒井氏乾杯

今年度役員選出柘原学校長 高見理事長

題字デザイン A28（故）岡田宏三氏
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私
が
所
属
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
監
査
学
会
で

は
、
毎
年
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
企
業
、

大
学
の
研
究
者
が
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
私

も
、
「
I
T
紛
争
防
止
へ
の
一
考
察
」
の
視
点

か
ら
、
裁
判
の
判
決
事
例
か
ら
の
考
察
を
発
表

し
て
い
る
。
I
T
紛
争
で
も
、
和
解
や
調
停
の

内
容
は
公
表
さ
れ
な
い
の
で
、
分
析
は
不
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
判
決
が
出
さ
れ
た
事
件
は

判
決
文
が
公
表
さ
れ
る
の
で
、
判
決
か
ら
得
ら

れ
る
情
報
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
監
査

に
有
益
と
思
わ
れ
る
分
析
・
検
討
が
可
能
と
な

る
。

昨
年
（
2
0
1
8
）
、
今
年
（
2
0
1
9
）
と
、

研
究
大
会
の
論
文
公
募
に
応
じ
て
、
幸
い
採
用

さ
れ
た
。

論
文
そ
の
も
の
を
、
M
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
す
る

の
は
量
的
面
か
ら
憚
れ
る
の
で
、
取
り
敢
え
ず
、

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
程
度
の
紹
介
を
兼

ね
て
、
論
文
の
発
表
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
2
0
1
9
年
度
〉

発
表
テ
ー
マ
：
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
義
務
と
協
力
義
務
」

発
表
要
旨
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
I
T
紛
争
が
跡
を
絶
た
な
い
。
近
年
で

も
、
I
B
M
と
ス
ル
ガ
銀
行
、
旭
川
医
科
大
と

N
T
T
東
日
本
の
判
決
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

ベ
ン
ダ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
義
務

と
ユ
ー
ザ
の
協
力
義
務
の
判
断
が
、
企
業
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
、
シ
ス
テ
ム
監
査
の
参
考
と

な
り
関
心
も
高
い
。
し
か
し
、
判
決
を
一
読
し

た
だ
け
で
、
理
解
が
容
易
に
進
ま
な
い
場
合
も

多
い
。　

そ
の
理
由
は
心
証
判
断
を
読
み
取
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
①
契
約
書
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
義
務
、
協
力
義
務
を
明
記
し

た
ケ
ー
ス
で
は
、
部
外
者
に
も
理
解
が
容
易
で

あ
る
。
し
か
し
、
②
契
約
書
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
義
務
、
協
力
義
務
を
明
記
し
て

い
な
ケ
ー
ス
で
、
契
約
に
絡
む
付
随
業
務
無
違

反
と
判
断
さ
れ
た
判
決
も
あ
る
。
上
記
①
、
②

に
関
す
る
判
決
事
例
を
精
査
し
、
改
訂
シ
ス
テ

ム
管
理
基
準
の
開
発
手
法
に
関
す
る
記
述
と
対

比
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、

何
か
を
考
察
す
る
。

〈
2
0
1
8
年
度
〉

発
表
テ
ー
マ
：
「
I
o
T
シ
ス
テ
ム
開
発
と
シ

ス
テ
ム
監
査
」

発
表
要
旨
：
I
o
T
（
I
n
t
e
r
n
e
t 

o
f 

T
h
i
n
g
s
）
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
幅

広
い
分
野
で
進
展
す
る
中
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
へ
の
対
処
が
課
題
と
な
る
。
ベ
ン
ダ
が
受

託
開
発
し
た
E
C
シ
ス
テ
ム
で
、
個
人
情
報
が

流
出
し
、
ベ
ン
ダ
側
に
、
「
重
過
失
」
あ
り
と

さ
れ
た
判
決
が
あ
る
。
ベ
ン
ダ
側
が
適
切
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
「
重
過
失
」
の
根
拠
と
さ
れ
た
が
、
契
約
書

等
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
様
に
関
す
る

記
載
は
無
か
っ
た
。
こ
の
一
審
判
決
に
対
し
、

ベ
ン
ダ
・
ユ
ー
ザ
側
共
に
、
異
論
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
控
訴
し
な
か
っ
た
の
で
、
判
決

は
確
定
し
た
。
今
後
、
I
o
T
シ
ス
テ
ム
開
発

に
お
い
て
、
同
様
の
事
態
が
想
定
さ
れ
る
。

I
o
T
シ
ス
テ
ム
開
発
に
際
し
、
シ
ス
テ
ム
監

査
で
、
適
切
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
組
み
込

み
を
確
認
し
、
I
T
紛
争
防
止
へ
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
論
じ
た
い
。

「
シ
ス
テ
ム
監
査
学
会
活
動
報
告
」

「最
高
裁
判
所
見
学
会
」ご
案
内

2019年（令和元年）7月 第59号

都島クラブ・見学会

2019年度発表タイトル

2018年度発表タイトル

集合場所　案内図

（日程は変更になることがあります）

2019年10月1日（火）開催
最高裁判所見学会

最高裁判所
見学会

「
最
高
裁
判
所
の
見
学
」
に
つ
き
、
次
の
と
お

り
ご
案
内
し
ま
す
。

開
催
場
所
：
東
京
都
千
代
田
区
隼
町
4
番
2
号

手
続
き
が
少
し
面
倒
な
の
で
、
こ
の
開
催
案
内

で
、
参
加
申
込
が
全
て
完
了
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

1
．
見
学
実
施
日

祝
日
を
除
く
火
・
木
曜
日
の
う
ち
、
裁
判
所
の

事
務
に
支
障
が
な
い
日
に
実
施
さ
れ
る
。
ど
の

日
に
実
施
で
き
る
か
は
、
見
学
予
定
日
の
2
週

間
前
に
決
ま
る
。

取
り
敢
え
ず
、
見
学
予
定
日
は
10
月
1
日

（
火
）
と
す
る
。

2
．
見
学
の
流
れ

①
事
前
予
約
（
見
学
日
の
2
週
間
前
か
ら
）

②
見
学
当
日　

15
時
00
分
前
に
最
高
裁
判
所
南

　

門
に
集
合

（
時
間
厳
守
、
緊
急
時
は
馬
江
携
帯
電
話　
　

　

0
8
0
-
6
5
1
6
-
7
5
7
6

へ
連
絡
の
事
）

③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク

④
15
時
35
分
頃
見
学
開
始
（
所
要
時
間
35
分
程

　

度
）

3
．
見
学
人
数

・
1
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
、
1
名
か
ら
19
名
ま
で
。

（
後
述
の
都
島
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ
、
先
ず
は
、

　

参
加
申
込
下
さ
い
。
）

・
他
の
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
の
複
数
グ
ル
ー
プ
で

　

の
見
学
と
な
り
ま
す
。

・
車
い
す
の
用
意
あ
り
。

4
．
見
学
時
の
注
意

・
高
校
生
以
上
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

・
敷
地
内
で
は
写
真
撮
影
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
荷
物
は
、
貴
重
品
を
除
き
、
ロ
ッ
カ
ー
（
無

料
）
に
預
け
て
見
学
す
る
。
大
き
な
荷
物
の
持

ち
込
み
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

5
．
見
学
予
定
日　

10
月
1
日
（
火
）

（
見
学
日
の
変
更
・
中
止
が
あ
れ
ば
事
務
局
よ

り
参
加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。
）
こ
の
日
に
、
確

実
に
見
学
で
き
る
の
で
は
な
く
、
9
月
17
日
に

事
前
予
約
の
電
話
申
込
を
行
っ
て
、
結
果
を
都

島
ク
ラ
ブ
事
務
局
か
ら
参
加
申
込
者
に
メ
ー
ル

し
ま
す
。
見
学
不
可
の
場
合
は
、
こ
の
企
画
は

中
止
と
し
ま
す
。
企
画
を
継
続
す
る
場
合
は
、

別
途
、
都
島
ク
ラ
ブ
事
務
局
か
ら
、
参
加
申
込

者
に
メ
ー
ル
し
ま
す
。

★
懇
談
食
事
会
（
自
由
参
加
・
不
参
加
の
場
合

は
自
由
解
散
）
、
近
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
予
定

（
予
算
5
0
0
0
円
程
度
）

6
．
申
込
方
法

卒
科
・
年
・
氏
名
を
都
島
ク
ラ
ブ
事
務
局　

馬

江
迄
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
お
願
い
し
ま

す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

 0
8
0
-
6
5
1
6
-
7
5
7
6

　

又
は0

4
5
-
8
4
1
-
8
8
8
5

Ｅ
メ
ー
ル 

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

申
込
期
限　

9
月
13
日
（
金
）

E
35　

芳
仲　

宏

事
務
局
よ
り

皆様の
ご参加を
お待ちして
おります
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3
ヶ
月
に
1
回
程
度
の
回
数
で
、
C
I
37
卒

五
十
嵐
さ
ん
、
C
I
40
卒
菅
家
さ
ん
、
M
E
40

卒
松
本
さ
ん
と
馬
江
の
4
名
で
J
R
高
田
馬
場

駅
近
く
の
カ
ラ
オ
ケ
店
に
て
カ
ラ
オ
ケ
同
窓
会

を
か
れ
こ
れ
3
年
く
ら
い
前
か
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
お
話
か
ら
入
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
事
、
身
近
に
起
こ
っ
た
話
、
体
調
の
話
、

バ
イ
ト
の
話
な
ど
、
本
当
に
バ
カ
な
話
を
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
話
が
終
わ
っ
た
ら
カ

ラ
オ
ケ
で
各
自
の
ど
自
慢
を
披
露
し
て
、
夕
方

に
は
散
会
し
ま
す
。
お
陰
様
で
遠
方
よ
り
集

ま
っ
て
く
れ
て
本
当
に
有
難
く
思
い
ま
す
。
出

来
る
だ
け
長
く
続
け
た
く
思
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
同
窓
会

E
36　

馬
江　

治
喜

【第
7
回
都
島
ク
ラ
ブ
・技
術
を

　

語
る
夕
べ
】開
催
の
ご
案
内

M
M
S
講
師
と

　

聞
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
を
募
集

　

第
7
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。

先
輩
や
後
輩
が
技
術
を
題
材
と
し
た
こ
れ
ま
で
の

経
験
、
伝
承
し
た
い
こ
と
を
語
り
、
後
輩
に
お
い

て
は
各
分
野
で
の
現
状
報
告
や
最
新
の
状
況
を
先

輩
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
会
員
間
の
親
睦
を

図
り
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
終
了
後
は
付
近
で
の

　

Ｍ
Ｍ
Ｓ
の
講
師
と
聞
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
講
師
を
や
っ
て
み
た
い
方
や
皆

様
の
ご
意
見
を
是
非
事
務
局
・
馬
江
氏
ま
で
メ
ー

ル
等
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講　
　

師　

A
57　

信
原　

利
行
氏

題　
　

名　

東
南
ア
ジ
ア
の
遺
跡
を
訪
ね
て

開 

催 

日　

10
月
25
日
（
金
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分 

開
催
場
所　

六
甲
ク
ラ
ブ
（
帝
劇
ビ
ル
B
2
F
）

会　
　

費　

2
0
0
0
円
（
懇
親
会
費
別
）

申
込
締
切　

10
月
15
日
（
火
）

申
込
方
法　

事
務
局
・
馬
江
ま
で
科
、
卒
年
、
氏
名

　
　

 

　
　

を
電
話
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
御
申
込
み

　
　
　
　
　

下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

 0
8
0
-
6
5
1
6
-
7
5
7
6

Ｅ
メ
ー
ル 

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

M
M
S
実
行
委
員
会

M
M
S
実
行
委
員
会

2019年10月25日（金）18：30開催

第6回MMSの様子

講義中の赤尾氏

シリコンウエハーの模型

カラオケ同窓会のメンバー

講師：A57 信原 利行氏

講師：E36 赤尾 仁史氏

2019年3月22開催

 

　

２
０
１
９
年
３
月
22
日
（
金
）
に
、
帝
劇
地

下
の
六
甲
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
第
6
回　

Ｍ
Ｍ

Ｓ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
11
名
で
熱
心

に
聴
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
Ｅ
36
赤
尾
仁
史

さ
ん
で
、
演
題
は
「
半
導
体
業
界
を
取
り
巻
く
、

最
近
の
動
向
」
に
つ
い
て
の
内
容
で
し
た
。
主

題
は
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
の
凋
落
、
一
方　

韓
国
メ
ー
カ
の
躍
進
、
な
ど
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
の
D
R
A
M
売
上
高　

世
界

比
率
に
つ
い
て
、
言
い
ま
す
と
韓
国
の
サ
ム
ス

ン
が
3
7
.
1
%
で
ト
ッ
プ
、
東
芝
メ
モ
リ
事

業
が
1
8
.
3
％
と
な
っ
て
お
り
、
か
ろ
う
じ

て
東
芝
１
社
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
更
に
、
半
導
体
工
程
に
つ
い
て
の
お
話
な

ど
に
も
ふ
れ
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
は　

質
疑
応
答
を
ふ
く
め
約
２
時
間

に
も
お
よ
び
、
な
か
な
か
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

 

終
了
後
、
席
を
変
え
て
、
鶏
料
理
専
門
店
の

「
鶏
か
く
」
（
と
り
か
く
）
に
て
、
一
席
も
う

け
ま
し
た
。
賑
や
か
に
、
飲
み
食
い
し
、
日
頃

の
情
報
交
換
に
、
熱
が
入
り
ま
し
た
。
因
み
に
、

用
意
さ
れ
た
飲
み
物
に
、
獺
祭
（
ダ
ッ
サ
イ
）

が
あ
り
ま
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、

こ
れ
は
山
口
県
産
の
純
米
大
吟
醸
で
、
ご
く
わ

ず
か
に
し
か
、
流
通
し
て
い
な
い
銘
酒
だ
そ
う

で
す
。
し
か
し
そ
の
蔵
元
が
昨
年
７
月
の
西
日

本
豪
雨
の
際
に
仕
込
み
を
行
う
工
場
が
浸
水
し
、

多
大
の
被
害
が
出
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
は
復

旧
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
（
閑
話
休
題
）
次
回

の
例
会
を
約
し
て
、
午
後
10
時
に
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

Ｍ
Ｍ
Ｓ
（都
島
ク
ラ
ブ
・ミ
ー
テ
イ
ン
グ
サ
ロ
ン
）

　
　
　
　
　

参
加
報
告

M
28　

畑　

明

　信原　利行氏　略歴
1982年　都島工高建築科卒業　同年　（株）高橋上田設計事務所
            （大阪本社）に入社 
1985年　同社　東京事務所に転勤
1988年　退職後独立し自営のNOB設計室を立ち上げる　　 
1990年　（株）旬建築総合計画を設立、代表取締役に就任
　この頃よりJIAの繋がりから東南アジアの遺跡探訪を始める。　　
現在に至る。
日本建築家協会登録建築家（JIA）、一級建築士

東南アジアの
遺跡・寺院
を訪ねて

東南アジアの遺跡・寺院を訪ねて

MMS07

インドネシア
ミャンマー
タイ・ラオス
ベトナムの
街並み風景

を紹介

Miyakojima
Club
Meeting
Salon

報告

案内

皆
様
の
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す

♪KARAOKE♬

なぜ、日本の半導体メーカーはダメになったのか。　
なぜ、サムスン(韓)は世界一の半導体メーカーになったのか。　
なぜ、東芝の一事業部のメモリー事業が2兆円・3兆円で評価されるのか。

題名

MMS 06

MMS 07
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広報担当（A・L科）　A37・森、A57・信原　　編集後記：寄稿して頂いた原稿を部分的に意図する内容が変化しない範囲で少々変更させて頂きました。何分ご了承ください。

訃報

Ｍ14年卒　 松原　滋　氏　2019年2月2日

Ｍ15年卒   樋口佐武郎氏　不明

Ａ20年卒　 尾原　庸夫氏　2017年1月31日

工専A22年卒　 中澤　次郎氏　2014年

CI33年卒　 石田喜八郎氏　2018年12月30日

Ｍ34年卒   西田喜一郎氏　2019年3月8日

Ｃ37年卒　 若林　伸次氏　不明

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

次号の
Mニュースは令和2年1月
発行予定です。

皆様の原稿をお待ちしています！
事務局までお送り下さい。

独演会

桂
米
左
東
京
公
演
の
お
知
ら
せ

事
務
局
よ
り

事
務
局
よ
り

桂 米左
　

上
方
落
語
会
で
活
躍
中
の
桂 

米
左
（
Ａ
59
木
村　

佳

氏
）
恒
例
の
東
京
公
演
は
今
年
で
連
続
22
年
目
に
な
り

ま
す
。
例
年
行
っ
て
い
る
浅
草
見
番
に
て
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開 

催 

日　

11
月
17
日
（
日
）
14
時
開
演          

開
催
場
所　

浅
草
見
番
（
台
東
区
浅
草
３-

33-

5
）

料　
　

金　

未　

定

　

お
問
い
合
わ
せ
は　

事
務
局
・
馬
江
ま
で　

科
、

卒
年
、
氏
名
、
参
加
予
定
人
数
を
電
話
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

 0
8
0
-
6
5
1
6
-
7
5
7
6

Ｅ
メ
ー
ル 

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

申
込
期
限  

11
月
5
日
（
火
）
迄

9月7日（土）
陶芸会

A46柚木氏主宰　くにたち自游工房

ガラスの茶室・光庵

アクセスマップ

国立新美術館外観

昨年の陶芸会参加者

昨年の作品（焼成後）

開
催
日
時　

9
月
7
日
（
土
）
13
時
よ
り
17
時
30
分　

　
　
　
　
　

終
了
後
、
工
房
に
て
懇
親
会
開
催
予
定 

開
催
場
所　

国
立
市
『
く
に
た
ち
自
游
工
房
』

会　
　

費　

７
、
０
０
０
円
（
懇
親
会
費
含
む
）

①
『
陶
芸
会
』

関
東
青
甍
会
催
し
へ
の
お
誘
い

青甍会

A
57　

信
原　

利
行

　

関
東
青
甍
会
の
本
年
の
催
し
は
『
陶
芸
会
』
と
『
ガ

ラ
ス
の
茶
室
・
光
庵
見
学
』
＆
国
立
新
美
術
館
建
物
と

美
術
鑑
賞
の
二
本
立
で
企
画
し
ま
し
た
。
陶
芸
会
は
例

年
通
り
陶
芸
家
Ａ
46
卒 

柚
木 

寿
雄
氏
の
工
房
に
て
開

催
し
ま
す
。
両
企
画
と
も
他
科
の
皆
さ
ん
及
び
同
伴
者

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

②
『
ガ
ラ
ス
の
茶
室
・
光
庵
』
見
学

　
　
　

＆
国
立
新
美
術
館
建
物
と
美
術
鑑
賞

申
込
締
切　

①
8
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

 

②
9
月
30
日
（
月
）

申
込
方
法　

催
し
名
・
卒
科
・
年
・
氏
名
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　
　

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
Ａ
57
信
原 

利
行
ま
で

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

0
3
-
3
9
8
0
-
7
8
7
7

　

Ｅ
メ
ー
ル　

nobuahara@syun-ap.co.jp

　

（
詳
細
は
お
申
込
み
受
付
後
ご
案
内
し
ま
す
）

開
催
日
時　

10
月
12
日
（
土
）
14
時
～
18
時 

内　
　

容　

国
立
新
美
術
館
正
面
玄
関
前
に
集
合
し
、

吉
岡
徳
仁
氏
デ
ザ
イ
ン
の
ガ
ラ
ス
の
茶
室
・
光
庵
を
見

学
し
、
国
立
新
美
術
館
で
黒
川
紀
章
・
日
本
設
計
共
同

設
計
の
建
物
と
美
術
鑑
賞
を
行
う
。
そ
の
後
、
六
本
木

界
隈
で
懇
親
会
を
開
催
予
定
。

会　
　

費　

入
場
料
及
び
懇
親
会
費
は
各
自
負
担

所 

在 

地　

東
京
都
港
区
六
本
木
7
丁
目
2
2
ー
2

★
申
込
⽅
法
︵
①
・
②
共
通
︶

他
科
の
⽅
及
び
同
伴
者
も
歓
迎
し
ま
す
︒

 
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
︕

Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
・メ
ー
ル
送
信
の
お
願
い

　

今
ま
で
Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
を
宅
配
便
に
て
各
会
員

の
皆
様
へ
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
宅
配
費
が
高

騰
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
を

P
D
F
化
し
て
、
デ
ー
タ
量
は
約
２
Ｍ
Ｂ
に
な

り
ま
す
が
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
送
付
い
た

し
た
く
、
Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
の
受
信
及
び
事
務
局
よ

り
の
メ
ー
ル
連
絡
に
ご
協
力
頂
き
た
く
、
経
費

節
減
に
ご
理
解
の
上
、
事
務
局
へ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
ご
連
絡
頂
き
ま
す
様
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

　

 
h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

で
す
。

E
36　

笹
治　

博
司　

デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
を
楽
し
む

　

写
真
サ
ー
ク
ル
・
調
布
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」
に

入
会
を
し
て
早
や
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
毎
年
春

の
「
サ
ー
ク
ル
展
」
に
写
真
の
出
展
す
る
た
め
に
、

近
郊
を
中
心
に
、
風
景
、
花
、
課
題
作
の
写
真
を

撮
っ
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
最
近
撮
影
し
た
写

真
二
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
点
は
神
代
植
物
公

園
内
で
の
「
睡
蓮
の
花
」
、
も
う
ひ
と
つ
は
二
子

玉
川
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ラ
イ
ズ
の
め
だ
か
の
池
で

撮
っ
た
「
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
」
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
健
康
維
持
を
兼
ね
写
真
を
撮
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

睡蓮の花

カルガモの親子

2019年10月12日（土）

青甍会見学会
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